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論 文 内 容 の 要 旨
この論文は, 序言, 序章および第 1章から第 4章までと結章からなっている｡ A 5版, 428ページの論
文で, 既に著書として公刊されているものである｡ ′
序言では, この論文の中心となる問題点を端的に表現しようとしている｡ その問題点は二つである｡ そ
の一つは, 本体的主権と作用的主権の問題であり, その二つは, 国権の担荷者の問題である｡
序章では, この論文は, 論文の企図と特色を列記している｡ その内容は, 主権概念を明確ならしめる企
図, 本体的主権と作用的主権の区別, 国家主権の立場からの主権概念, 統治権の総撹者と国権の担荷者の
区別, 国民の総意の意義, 主権の品質およびその正当性などについて論究している｡
第 1 章では, 主権概念の史的発展についてのべている｡ その内容は, 古代ギリシャからの主権概念の歴
史的変遷と現代の主権概念についてのべている｡
第 2章では, 主権概念の憲法学的再構成についてのべている｡ その内容は, 国家の法人格性, 国権の最
高独立性について論究し, また主権に本体的主権と作用的主権の別あることなどについて詳論している｡
第 3章では, 各種の国家における主権の構造についてのべている｡ その内容は, 連邦国家における主権
の構造と不完全国家における主権の構造について論究している｡
第 4 章では, 主権概念の憲法学的再構成による憲法解釈論についてのべている｡ その内容は, 天皇制に
ついての比較憲法論的研究である｡
結章では以上のべてきた問題点の全体にわたって総括的に要領よく著者の考察をまとめている｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
わが国でも, これまで主権に関するまとまった研究書がないわけではない｡ しかし, それは主として
政治学的なものであり, また新憲法以前のものである｡ もちろん, 主権研究の問題それ自身は新しいもの
ではない｡ しかし, わが国で, この論文ほど広く内外にわたる豊富な資料に基いて多様な主権の問題点を
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含む主権の研究を包括的にまた体系的にまた資料的にまとめて研究された憲法学的研究書は存在しないの
であり, 今後主権の憲法学的研究にとって貴重な資料となることは疑いない｡ その学問的価値は高く評価
されるべきものである｡ よってこの論文は法学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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